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研究課題の概要 
 本研究では、ゲノムシーケンシングが明らかにする全遺伝子のデータ（生命システムの

部品のカタログの情報）と、マイクロアレイやプロテオーム等の実験による遺伝子間また
は分子間の相互作用データ（部品間のつながりの情報）を、新しい情報処理技術で融合す

ることにより、ゲノムから生命システムを再構築する方法論を確立する。とくに、らん藻、
酵母、枯草菌、大腸菌でマイクロアレイによる発現プロフィール解析を行い、またらん藻

と酵母については２ハイブリッドシステムと質量分析によるタンパク質間相互作用データ
をも加え、遺伝子・分子ネットワークを明らかにする。これらの解析を通じて、生命シス
テムの情報構築原理解明を目指し、同時にらん藻ゲノム中の多数の未知遺伝子について、

系統的機能予測を行う。本研究で開発された情報処理技術および実験技術は、ゲノム情報
の産業利用にもつながると考えられる。 

 
（１） 総評 

 我が国をリードしているらん藻分野での研究およびタンパク質相互作用の研究について
は、研究の集中化が進められ、良い成果が上がっている。 

ただ、ゲノムシーケンスから遺伝子・タンパク質のネットワーク解明も、情報学手動で
進めるという先駆的な研究であったが、アレー技術等、技術的側面が未熟な時期に開始さ

れており、この点、時期尚早であった感がある。 
また、各分担の技術ポテンシャルは高いが、全体としてのグランドデザインがはっきり

しない。 
  

＜総合評価：b．優れた成果が得られた研究であった＞ 
 
（２）評価結果 

①目標達成度 
本研究の目標は、１つはゲノムの情報から細胞機能を司る遺伝子・分子ネットワークを

予測する技術を開発すること、もう１つはすでに全塩基配列が決定した生物種、とくにら
ん藻で実際にデータ解析を行い、ネットワークの解明を行うことである。第１の技術開発

については十分に達成された。本研究ではゲノムからネットワークを予測するために、原
核生物でのマイクロアレイ実験技術を確立し、遺伝子発現プロフィールデータをゲノム配

列データと統合して解析する情報技術を開発した。第２のらん藻のネットワーク解明に関
しては、当初目標が非常に高く設定されていたこともあり、遺伝子数として解明の度合い

を評価すると、ある程度しか達成されなかった。しかしながら、本研究遂行の中で「らん
藻 DNA チップコンソーシアム」を組織し、また研究コミュニティの知識を集約した「コミ

ュニティデータベース」を開発したことにより、らん藻分野の我が国の研究を大幅に促進
させた。 



また、本研究では、新しいバイオインフォマティクス技術と実験とのタイアップを作り
上げたという点で目標を達している。 

 
 
②研究成果 
技術面ではマイクロアレイ等の実験技術と融合したゲノム情報解析技術が成果である。情報技

術のアルゴリズム的側面については論文として発表し、その実用的価値は KEGGなど実際のデー

タベースや解析システムにおいて実証されている。 高品質のらん藻マイクロアレイ作製技術を

完成した。 

発現情報解析に新しいバイオインフォマティクスの手法を導入した点で科学的・技術的
価値が高い。 

タンパク質の発現情報、相互作用情報のデータ解析は今後ますます重要になると思われ
るので、本研究の波及効果は大きい。 

情報発信についても、データベースを作成の上実施している。 
 

③研究計画 
研究計画は概ね適切であった。予算配分はシアノチップ作製に重点配分を行い、個々の

研究者にも十分に計画を実施できるだけの予算を配分した。 
 
④研究体制 

研究範囲をらん藻に絞ってからは、研究代表者の指導性がある程度発揮されている。ま
た、各グループの技術ポテンシャルは高く、成果も上がっているので、全体としての連携

を図ることが望ましい。 
 

⑤中間評価の反映 
中間評価での指摘を受けて、本プロジェクトの後期２年間は実験面ではらん藻にターゲ

ットを絞り、枯草菌、酵母、線虫に関する実験は行わないこととなった。また技術開発の
面でもプロテオーム解析など新しい次のレベルの技術に焦点をあてることとなった。これ

を実施するため研究組織を変更した。 
 

 
 

（３）評価結果 
 

研究成果 研究体制 

総合 

評価 

目標 

達成度 

科学的・技

術的価値 

科学的・技

術的波及

効果 

情報発信 

研究計

画 
代表者の

指導性 

連携・ 

整合性 

中間評価

の反映 

b b b b b b b b a 

 
 


